[bookmark: _GoBack]22　次の文章を読んで設問に答えよ。なお、設問の都合で送りがなを省いたところがある。　　　　　　　　　　　　　　
〈北海道大〉二〇二三年度出題

　丁　亥 (ノ)　年　七　月　初　六　日、蘇　州 (ニ)　大 (　イニ)　雪 (　フル)。百　姓　皇　駭 (シ)、共 (ニ)　禱 (いのル)二 ａ諸 (ヲ)　大　王　之　廟 (ニ)一。 大　王　忽 (チ)　附 (　キテ)レ 人 (ニ)　而　言 (　ヒテ)　曰 (ク)、「如 (じよ)　今 (こん)　称 (　スル)二 老　爺 (ヲ)一 者 (ハ)、皆　増 (ス)二 一 (ノ)　大　字 (ヲ)一。其 (レ)　以 (テ)二 我 (ガ)　神 (ヲ)一 為 (　スモ)レ 小 (ト)、消 (かくこと)二— 不 (えざ)— 得 (　ルナリト) 一 (ノ)　大　字 (ヲ)一 也。」衆　悚 (しよう)　然 (　トシテ)、ｂ斉　呼 (さけベバ)二 大　老　爺 (ヲ)一、雪 ｃ立　止 (ム)。イ由レ 此　観レ 之、神 (モ)　亦 (タ)　喜 (ブ)レ 諂 (へつらハルルヲ)、ｄ宜　乎　治 (　ムル)二 下　部 (ヲ)一 者　之　
得 (　ルコトノ)レ 車 (ヲ)　多 (　キハ)　矣。
　異　史　氏　曰 (ク)、「世　風　之　変 (　ズルヤ) 也、下 (ノ)　者 (ハ) ｅ益　諂 (へつらヒ)、上 (ノ)　者　益　驕 (ル)。即 (チ)　康 (かう)　熙 (　きノ)　四　十　余　年　中 (ニ)、称 (しよう)　謂 (い)　之　不 (　ルハ)レ 古 (　ナラ)、甚 (ダ)　可 (　キナリ)レ 笑 (フ)　也。…（中略）…
　唐 (ノ)　時、上　欲 (ス)レ 加 (　ヘント)二 張 (ちやう)　説 (えつニ)　大　学　士 (ヲ)一。ロ説　辞 (　シテ)　曰 (ク)、『学　士　従 (　リテ)　無 (ク)二 大　名一、臣　不 (ト)二 敢 (テ)　称 (セ)一。』  今　之　大 (ハ)、誰 (カ)　大 (　トスル)レ 之 (ヲ)。初 (メ)　由 (　ルモ)二 於　小　人　之　諂 (ニ)一、而　因 (　リテ)　得二 貴 (キ)　者　之　悦 (　ビヲ)一、居 (　リテ)レ 之 (ニ)　不 (　シテ)レ 疑 (ハ)、而　紛 (ふん)　紛 (ぷんタル) 者　遂 (ニ)　徧 (シ)二 天　下 (ニ)一 矣。窃 (　カニ)　意 (　フニ)、数　年　以　後、称 (　スル)レ 爺 (ヲ)　者　必 (ズ)　進 (　ミテ)　而　老 (　トナリ)、称 (　スル)レ 老 (ヲ)　者　必 (ズ)　進 (　ミテ)　而　大 (　トナランモ)、但 (ダ)　不 (　ルノミ)レ 知 (ラ)三 大 (ノ)　上　造 (いたルカヲ)二 何 (ノ)　尊　称 (ニ)一。ハ匪 (あらザルノミト)二 夷 (　いノ)　所 (ニ)一レ 思 (フ)　已。」　　　　　　　（蒲松齢 (ほ　しよう　れい)『聊斎 (りようさい)志異 (しい)』）


注　丁亥年＝清の康熙四十六年（一七〇七年）。
蘇州＝州名。行政区域の一つ。
皇駭＝おそれおののく。
大王＝その土地の鎮守神のようなもの。
老爺＝だんなさま。お役人さま。身分が高い人への敬称。
消不得＝欠かすことが許されない。
悚然＝恐れてびくびくするさま。
治下部者之得車多＝『荘子』列御寇篇に見える、治療に王の身体の下部（尻の痔）をなめることまでして褒美の車の多さをほこる者がいるという話で、諂う者と諂われる者との双方を揶揄 (やゆ)している。
異史氏＝『聊斎志異』の作者、蒲松齢の号。
不古＝もとの状態が失われる。昔の純朴さがなくなる。
張説＝人名。
従＝「従来」と同じ。
造＝「至」の意。
匪夷所思＝凡人の考え及ぶところではないの意。


問１　傍線部ａ「諸」・ｂ「斉」・ｃ「立」・ｄ「宜乎」・ｅ「益」の読みを送りがなも含めて記せ。

問２　傍線部イ「由此観之」をひらがなのみで書き下せ。
　　（例）　学而時習之→まなびてときにこれをならふ

問３　傍線部ロ「説辞曰、『学士従無大名、臣不敢称。』」を現代語訳せよ。

◎問４　傍線部ハ「匪夷所思已」とあるが、何が凡人には考え及ばないのか。全体の趣旨を踏まえて、七五字以内でわかりやすく説明せよ。

【解答と採点基準】
問１　ａ＝これを　　　　　 ｂ＝ひとしく　　ｃ＝たちどころに
　　　ｄ＝べなるかな　　ｅ＝ますます
問２　これによりてこれをみれば（これによりてこれをみるに）
問３　Ａ張説が（それを）辞退して言うことには、Ｂ「学士には従来『大』とつく称号はありません、Ｃ（ですから）私は（大学士という）称号をお受けしようと思いません。」と。
Ａ＝３〔「辞退して」は「断って」なども可。目的語は書かなくても可。〕
Ｂ＝４〔「大学士」という称号が存在しないという要素がなければ不可。「称号」は「呼び名」「敬称」「尊称」なども可。〕
Ｃ＝３〔「お受けしようと思いません」は「名乗るつもりはありません」なども可。〕
問４　Ａ目下の者は諂 (へつら)い、目上の者は驕 (おご)り高ぶる風潮の中、Ｂ過剰な称号がつけられる傾向が加速しているため、Ｃ「大」の次にはどのような称号がつけられるのかということ。（74字）
Ａ＝３〔「過剰な称号がつけられる傾向」にある背景について言及できていなければ不可。「目上の者」「目下の者」は「身分の高い者」「身分の低い者」なども可。〕
Ｂ＝３〔「過剰な称号がつけられる傾向が加速している」という要素がなければ不可。「爺」から「老」、「大」への変化を具体的に説明していても可。〕
Ｃ＝４〔凡人の考え及ぶところではない対象が「まだつけられていない『大』のさらに上の称号」であることが説明できていなければ不可。〕


【書き下し文】
　丁 (てい)亥 (がい)の年 (とし)七 (しち)月 (がつ)初 (しよ)六 (むい)日 (か)、蘇 (そ)州 (しう)に大 (おほ)いに雪 (ゆき)ふる。百 (ひやく)姓 (せい)皇 (くわう)駭 (がい)し、共 (とも)に問１ａ諸 (これ)を大王 (だいわう)の廟 (べう)にる。大王忽 (たちま)ち人 (ひと)に附 (つ)きて言 (い)ひて曰 (いは)く、「如今老 (じよこんらう)爺 (や)を称 (しよう)する者 (もの)は、皆 (みな)一 (いつ)の大 (だい)字 (じ)を増 (ま)す。其 (そ)れ我 (わ)が神 (かみ)を以 (もつ)て小 (せう)と為 (な)すも、一の大字を消 (かくこと)得 (え)ざるなり。」と。衆 (しゆう)悚 (しよう)然 (ぜん)として、問１ｂ斉 (ひと)しく大老爺を呼 (さけ)べば、雪問１ｃ立 (た)ちどころに止 (や)む。問２此 (こ)れに由 (よ)りて之 (これ)をれば、神も亦 (ま)たはるるをぶ、問１ｄ宜 (むべ)なるかなを治 (をさ)むるの車 (くるま)を得ることの多 (おほ)きは。
　異史 (いし)氏 (し)曰く、「風 (ふう)の変 (へん)ずるや、下 (した)の者は問１ｅ諂ひ、上 (うへ)の者は益驕 (おご)る。即 (すなは)ち康 (かう)煕 (き)の四 (し)十 (じう)余 (よ)年 (ねん)中 (ちゆう)に、称謂 (ゐ)の古 (いにしへ)ならざるは、甚 (はなは)だふべきなり。…（中略）…
　唐 (たう)の時 (とき)、上張 (ちやう)説 (えつ)に大学 (だいがく)士 (し)を加 (くは)へんと欲 (ほつ)す。説辞 (じ)して曰く、『学 (がく)士従 (よ)りて大名 (めい)無 (な)く、臣 (しん)敢 (あへ)て称せず。』と。今 (いま)の大は、誰 (たれ)か之を大とする。初 (はじ)め小人 (せうじん)の諂 (へつらい)に由るも、因 (よ)りてき者の悦 (よろこ)びを得、之に居 (を)りてはずして、紛紛 (ふんぷん)たる者遂 (つひ)に天 (てん)下 (か)にし。窃 (ひそ)かに意 (おも)ふに、数 (すう)年以後 (いご)、爺を称する者必 (かなら)ず進 (すす)みて老 (らう)となり、老を称する者必ず進みて大とならんも、だ大の上何 (なん)の尊 (そん)称に造 (いた)るかを知 (し)らざるのみ。夷 (い)のふにざるのみ。」と。


【現代語訳】
　清の康熙四十六年の七月上旬の六日、蘇州に大雪が降った。民衆はおそれおののき、皆で鎮守の神の廟に（雪が止むよう）祈願した。（すると）神がすぐさま人にのりうつって言うことには、「いまや、老爺と称する者は、皆『大』の一字を加えて（称して）いる。そもそも、私を神の『小』なる者だと見なし、『大』の一字を欠かすことが許されない」と。（それを聞いた者は）皆恐れてびくびくし、一斉に「大老爺」と叫ぶと、雪はたちまち止んだ。このようなことから考えると、神もまた（人と同様に）お追従を好む、（『荘子』にあるように）治療に王の身体の下部をなめることまでして褒美の車の多さをほこる者がいるという話ももっともであるなあ。
　異史氏（＝蒲松齢）が言うことには、「世の風習が移り変わったことは、目下の者はますますへつらい、目上の者はますます驕り高ぶる（ようになってしまったことだ）。康煕年間の四十年余りで、称号についてもとの状態が失われてしまったのは、はなはだ滑稽だといえる。…（中略）…
　唐の時代に、皇帝が張説に『大学士』の称号を与えようとした。（しかし）問３張説が（それを）辞退して言うことには、『学士には従来〈大〉とつく称号はありません、（ですから）私は（大学士という）称号をお受けしようと思いません』と。今日の『大』という称号は、（いったい）誰がつけたのだろうか。初めは徳のないつまらない人物のお追従から始まり、それが身分の高い者の喜悦を誘い、それをおかしいとも思わず、さまざまな場面で称号が用いられ、とうとう天下に広まってしまったのである。（私は）心ひそかに、数年後には、『爺』と称する者は必ず『老』に格上げとなり、『老』と称する者は必ず『大』に格上げになると思っている。ただ、『大』のさらに上の称号はどのようなものになるのか見当もつかない。凡人の考え及ぶところではないのだ」と。
